
防災担当と福祉担当の女性職員が、県主催の市町村職員と住民向け防災研修を受講。

研修の中で、男女共同参画の視点からの防災の重要性について学んだ。

山形県高畠町
男女共同参画・福祉・防災を関連させた研修で、
身近な視点から学べる相乗効果を期待！事例２
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「男女共同参画」「福祉」「防災」の取組を進める上で、それぞれの担当が単独で取組を実施しても思うように

進まなかった……

防災担当、福祉担当、男女共同参画担当、社会教育担当の4部署の担当者で

研修での学びを共有し、4部署が連携して住民向けの研修を実施することに。

複数の部署が連携する仕組みをつくり、それぞれの取組を普及させることを目指そう！

取組のきっかけ 『男女共同参画・福祉・防災の各取組を普及させたい！』

山形県

高畠町 企画財政課

電話：0238-52-4476

https://www.town.takahata.yamagata.jp/kurashi
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 防災担当、福祉担当、男女共同参画担当、社会教育担当の4部署が連携して、男女共同参画の

視点からの防災に関する住民向け研修を実施

取組概要



こんな
いいことが
あった！

準備や調整、当日の運営などを

複数の課で分担することで、

研修準備の負担を

軽減することができた！

住民が広く参加できる

ようになり、リーダーの

男性に限らず、女性や子ども

も参加できるようになった！

子どもも一緒に参加しやすい

空気をつくることで、子どもや

子育て世代に対し防災への参画促進や女性の視点を

入れることへの理解を促す機会になった！

福祉や防災などの身近な

分野と組み合わせることで、

男女共同参画に関する住民

の理解も得やすくなった！

1 4部署の連携による研修でそれぞれの取組を普及し、業務負担も軽減！

5

事例２ 山形県高畠町

• ４つの各部署の普段の業務や得意分

野などを考慮し、役割分担を行った

• 庁内のオンラインコミュニケーション

ツールを活用し、進捗状況をこまめに

書き込みながら、各担当で準備を

進めた

• 子どもも一緒に参加できるようにし、

出入り自由な参加方式とした

• 会場のロビーに防災グッズを展示

したり、スタンプラリーを用意したり

した

• これまでの防災研修では、自治会や

自主防災組織のリーダーたちを対象

としており、参加対象者のほとんどが

男性だったが、対象者範囲を

一般住民にまで広げた

１

研修の準備

3

4

研修の実施

• 防災担当、福祉担当、男女共同参画

担当、社会教育担当の各部局で

連携し、研修を実施した

2

こんな
いいことが
あった！

こんな
いいことが
あった！

こんな
いいことが
あった！




